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■会の概要①

「見てみようよ！常総市の会」は平成27年関東
東北豪雨で鬼怒川堤防が破堤、市内中心部が
大洪水に見舞われた茨城県常総市において、
水害の記憶を消し去る復興ではなく、水害記憶
を継承しながらの復興を望む市民活動団体と
して、水害記憶・記録の継承活動、水害常襲地
帯としての地域の歴史の勉強会、他県の大規
模災害地におけるメモリアル活動の視察などを
行ってきた。



■会の概要②

ことに水害記憶継承活動では、洪水に見舞わ
れた市内の各地（許可を得た場所）に当時の
高水位の高さを示すステッカーを貼る参加型ス
タディツアー「ステッカーツアー」を実施し、過去
に当該チャレンジプランからも２箇年度支援い
ただいた。支援が終了した後も、中心地・水海
道や２本の一級河川（鬼怒川・小貝川）を舞台
にしたガイドウォークやカヌー体験を加えた水
害継承イベントを実施してきている。



2022年度プランタイトル

オープンストリートマッ
プでつくる⽔害６年⽬の
常 総 市 地 図



・（平成27年関東東北豪雨災害から6年となる常
総市において）水害の記憶を次世代に継承する

・水害の記憶の振り返りを、観光振興と抱き合わ
せた取組で推進する

・コロナ禍状況を踏まえ、リアルイベントだけでな
く、これにweb空間の集合知構築を組み合わせ
たハイブリッド展開で、新しい市民参加防災活動
のかたちをつくる

■目的



■チャレンジすること

・現実空間＆web空間のハイブリアルイベント展
開一本槍ではない、コロナ禍状況に合わせた
新たな取組のかたち（現実リッド展開）の模索

・防災メモリアルと地域観光振興を併せて行うこ
と（地域の「影」と「光」を同時に見つめることで
進める防災意識喚起・継続



オープンストリートマップ（OSM）の活用

OSMを活用した
“ケータイ写真撮影をしながら『発見まちあるき』”

＋

その写真を
Ｗｅｂ上の地図にみんなでプロットしていく「参加
型地図づくり」

実施内容

7年前の⽔害の
痕跡を“発⾒”

街の⾯⽩いとこ
ろを“発⾒”



オープンストリートマップ （OpenStreetMap 略称OSM）は自由
に利用でき、なおかつ編集機能のある世界地図を作る世界共
同作業プロジェクト。

地図が GPS 機能を持った携帯端末等からのデータをもとに作
られていき、編集ツール上で道1本から手入力での追加も可能。

Google Map等既存地図には著作権があり使用は有料。ライセ
ンスフリーの地図もあるが、それを加工した場合には著作権が
発生し、ライセンス料などが必要になるケースもある。

OSMはそうした制約に対抗して、地図を自由に複製や頒布した
いと考える人たちによって立ち上げられたインターネット上の専
用サイトとそのサービスである。

オープンストリートマップ
（OpenStreetMap 略称OSM）とは



OSMは「自由なウィキ世界地図」と称し、

地理情報データは自由に編集でき、地図を無料で
利用することができる。

地図は、無料で誰でもいつでもプリントアウトできる。

また地図上の各種箇所データを「水害痕跡箇所」「
風景美観箇所」「食べ歩き箇所」などをグルーピング
レイヤーとして重ねていくことで編集が容易にできる



このことで、

今後の街歩きイベント等や行政イベン
ト等に当該地図を活用していく／活用
してもらえる。

観光イベントのマップについても「水害
痕跡箇所」の表示を加えることで、水
害の記憶を継承していける。



OSM の他地の活用例（愛知県）



■期待される成果

・水害の記憶が薄れつつある中、新たな手
法で関心を喚起できる

・当日リアルイベントに来訪できない人もの
ちにweb上で参加できる新しい形での展開

で、空間的・時間的・身体状況的制約を超
えた、広がりのある防災の動きをつくること
ができる



では、実際にやってみると
どうだったでしょうか？

（７月３日イベント実施）



イベントチラシ



当日の記録



集合場所の駅前には水害時高水位を示すステッカーが
（当会が過去に設置）



駅前に集合



開始挨拶



水害後は瓦礫の山だった公園（当会員が説明）





当時水害に見舞われたスーパー 高水位ステッカーが柱に



高水位ステッカーが貼られた施設のドア



炎天下を班別に歩く



千姫ゆかりの弘経寺へ







住職にご挨拶



住職が千姫の墓へ案内







千姫様の墓（千姫は徳川家康の孫 常総市は大河ドラマ誘致活
動中）





住職による千姫様の歴史講和





振り返り会



振り返り会の準備



振り返り会の開始



オープンストリートマップの説明





ウォークで撮影した写真のアップロード



地図上へのプロット （OSM経由のプロットｊは時間がかかりすぎ、
後半は撮影者の指示による目視的プロットに）







■OSM使用の課題

OSMへの情報アップロードは時間がか
かり、リアルタイムイベントとしての
共有には不向きであることが判明

↓
しかし、無料で地図ファーマットを共
有・更新できる点は引き続き有効

web上で参加できる新しい形での展開で、空間
的・時間的・身体状況的制約を超えた、広がりの
ある防災の動きをつくることができる



その後ひきつづき、被災者インタビュー映像上映会実施



ディスカッション



最後には当時の被災者や副市長を交えてディスカッション会



その後のOSM 整備
（１０月中間報告会以降）



■OSM活用の構造

⽔害痕跡等写真

被災体験インタュー

◎現在も残る⾼⽔位位置表⽰
（過去に当会が貼った⾼⽔位ステッカー）

◎河川関連施設
◎氾濫河川・⽤⽔路
◎モニュメント

◎現状6名の被災者インタビュー

OSMに連動していく基本サイト
（オリジナルサイト）※本年度は仮制作

位置表⽰

位置表⽰

OSMサイト
OMS既存地図上に、「常総DRR」（作
成者名）で吸い亜外関連情報（、文字
情報のみ）を掲載していく



OSMに連動していく基本サイト
（オリジナルサイト）※本年度は仮制作

OSMに連動（位置情報）



OSMに連動していく基本サイト
（オリジナルサイト）※本年度は仮制作

OSMに連動（位置情報）



（北⽔海道駅周辺）ＯＳＭ上にプロットされた⽔害痕跡
（⾼⽔位位置表⽰箇所＝⾼⽔位ステッカー残存箇所）

今後、オリジナルサイトト連動させるかたちで地図上情報を充
実化させることができる



実際のサイトを
共有して、みてみ
ます



■今後の展開

OSMをさらに充実化。
オープンストリートマップ」充実化を呼び水とし、
かねてからその必要性が認識されてきた“水害資
料館”をｗｅｂ上で立ち上げていく準備活動を
2023年度内をかけて継続実施する（水害資料館建

設提案は行政に過去出しているがハード建設は予
算的に不可能な為）。

リアル建築物としては（行政も）予算上構築が難しい『常総水害
ボランティア顕彰館』をWeb上に建てるための準備活動を、新
しい市民参加防災活動のかたちとしていく



■『常総水害ボランティア顕彰館』（仮名）

2024年度以降にweb 上に立ち上げる「館」は、“水害そ
のものの資料”を集め水害の事実を継承していく水害資
料館というより、当時全国から救援復興に駈けつけてく
れた数多くの“ボランティア”を顕彰していく色合いの
強い館としたい

（水害そのもの」は多くの市民にとって“思い出したくない”負の
記憶であるが、その復興に尽力いただいたボランティアの方々への感
謝は被災された方々が皆口にする“心温まる共通経験”ともいえるも

のであり賛同者を得やすい）。

2023年度はその準備期間となる。



最後までご覧いただき
ありがとうございました。


